[image: image1.emf][image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


[image: image5.jpg]









伊勢原市議会議員


舘　ひろき


ちーたー


レポート





第二号（年二回発行）








ボクは


メガネちーたー！





2012/6/1


【舘ひろき及び後援会連絡先】


下糟屋2307-2-2-202


℡090-2501-5617（年中夢求）


✉tachi2134@yahoo.co.jp








◆二年目に向けての決意-舘ひろき





■昨年の十一月、議員視察として、岐阜県にある各務原市（かかみがはらし）に行ってまいりました。人口十五万人、名古屋都市圏三十キロ圏内に位置し、そのベッドタウンとして発展したまちです。都市緑化の先進地を調査する目的で赴きましたが、それ以上の新たな気づきや確信を得ることができました。それは何かと申しますと、財政再建と積極財政という、一見すると相反しているかのような事業展開を果たしていることでした。市長の強力なリーダーシップの下、トヨタ自動車の「カイゼン運動」を導入し、行政コストの削減と基金を積み増したことで、九年間で一三二億円財務体質を改善させて、攻めの仕事を行っています。二兎追うものは二兎を得ているのです。


■翻って、人口十万人のわが伊勢原市。扶助費の増大に引っ張られる形で財政の弾力性がどんどん失われています。特に、平成二十四年度の予算編成においては市の貯金を大きく取り崩し、売却できる不要財産も無くなり、来年度以降の資金繰りが心配される状況です。











■目下も取り組みがなされている行財政改革ですが、議会としてもただただ「無駄を削るべし」と、漠然と提言するだけでは前進が図られません。例えば、「事業仕分け」などの手法を活用しながら、細かく事業内容を精査して、行政サービスの抜本的な見直しにまで及ぶことを辞さない覚悟と、その浮いた分を将来のために投資をしていくといった、いわば攻めの姿を取り戻すことが問われています。議会こそが大胆な行財政改革のためのエンジンの役割を果たしていかなければなりません。


■おかげさまで、初当選から一年が経ちました。まだまだ勉強不足で、もがきながらの日々ではありますが、「二兎追うものは二兎を得る」各務原市のように、財務体質を改善させて、積極財政を通じたまちおこし施策の展開を、わがまちだってきっとできるはず！そう信じながら市議会議員二年目としての職責を果たしてまいります。





　





Ｈｉｒｏｙｕｋｉ


Ｙｏｓｈｉｉｅ


義家弘介


参議院議員をお招きして、後援会総会を開催しました。








Ｍａｔｓｕｔａｒｏｕ


Ｔａｋａｙａｍａ


髙山松太郎　


神奈川県議会議員をお招きして、市政報告会を開催しました。








二兎追うものは二兎を得る





多くの女性で賑わいをみせる各務原市内の並木道


（通称：冬ソナストリート）





◆後援会活動








